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迫
　県内小学生の交流やマリンスポーツの普及を目的に「宮
城県マリンスポーツフェスティバル」が長沼ボート場で開
催され県内小学生82人が参加しました。
　児童たちは、指導員からライフジャケットの着用方法や
パドルの使い方の説明を受けた後、カヌーやローボート、
ドラゴンボートなどに挑戦。水難事故防止のため水辺の安
全教室も開催され、参加した児童たちは、普段できないマ
リンスポーツに笑顔で元気いっぱいに活動しました。

登米
　市消防団登米支団（木村忠

ただよし

義支団長）が登米町総合運動公
園で支団長査閲訓練を実施しました。この訓練は消防団員
の技術の向上を目的に昨年から実施。今年で２年目となり
ます。当日は晴天のもと、４つの分団から約40人が参加。
運動場内に設置されたカラーコーンをクランクや狭い道路
に見立てて、安全に消防車両を運転する車両操縦訓練や、
2台の車両を使用しての中継送水、放水訓練など 7種類
の訓練を実施し、日頃の成果を披露しました。

東和
　東和地区 3小学校 5年生の合同合宿が花山青少年自然
の家で、2泊 3日で開催。この事業は、旧町時代から 30
年以上続いており、今年は児童45人が参加しました。
　野外炊飯や沢登り、ジュニアリーダーによるダンス指導
で親睦を深め、キャンプファイヤーでは、定番のダンスや
弾き語りのシンガーによるフォークソングの合唱で盛り上
がりました。生徒たちは 2年後の中学校入学に向けて仲
間の輪を広げることができたようです。

中田
　平成27年度ふるさとスポーツ祭中田町域大会が、中田
総合体育館および中田球場で開催されました。
　当日は、ソフトボールとビニールバレーボールの２種目
を実施。昨年は雨天のため中止となったソフトボール会場
では選手たちの元気な掛け声が響き渡り、体育館で行われ
たビニールバレーボールも白熱した戦いに。結果は、ソフ
トボールは加賀野二行政区が、ビニールバレーボールでは
南町行政区が優勝に輝きました。

豊里
　第 28回豊里地区市民登山のつどいが開催され 31人が
参加。参加者は、すばらしい景色とさわやかな空気を味わ
いながら、湿地帯をわたり、谷川を越え、岩山を踏みし
めて栗駒山を登りました。１時間半かけて目的地の標高
1,280㍍の昭和湖に到着。下山は、往路とは違うルートで、
一転して荒涼とした風景が広がるコースを通り、全員元気
に下山しました。初夏の美しい栗駒登山で、心地よい汗を
流し、楽しい時間を過ごしました。

石越
　石越町剣道サマーフェスティバルが石越町体育センター
を会場に開催されました。この催しは町内の剣道愛好家が
一堂に会し、小学生から大人まで剣道に親しむことを目的
に開催しており今年で7回目です。
　スポーツチャンバラでは小・中学生と保護者が対戦。そ
の後、小・中学生、高校生、一般の混合 5人チームによ
る剣道の団体戦が行われました。参加者は日頃経験できな
い対戦を楽しみ、世代間を越えた熱い交流をしていました。

津山
　出張登米警察署が柳津小学校体育館で開催され、子ども
からお年寄りまで多くの皆さんが参加しました。
　出張警察署は、市民に警察活動を広く知ってもらうおう
と開催しているもので、体育館では、交通事故防止の紙芝
居や振り込め詐欺防止の寸劇、警察音楽隊とカラーガード
隊による演奏演技などが行われました。また、体育館前の
校庭では、パトカーの試乗体験なども行われ、参加者たち
はお巡りさんの活動を楽しく知ることができました。

米山
　今年も入善町・登米市姉妹都市交流事業として、富山県
入善町から小・中学生18人と先生・関係職員４人が使節
団として来市。初日は、歓迎式典の後、道の駅・米山や石
ﾉ森章太郎ふるさと記念館を見学、2日目は、平筒沼ふれ
あい公園で米山町内の児童らと海洋性スポーツを通じて交
流を深めました。昭和初期に行われた米山町短台地区の開
墾事業によりつながった登米市と入善町。広がる美田に歴
史への思いをはせる心の交流を大切にしたいものです。

南方
　南方地区で「ガラス細工教室」（東郷公民館主催）が開催さ
れ、地域の住民を中心に市内からガラス細工に興味のある
人たちが参加しました。教室は全７回の予定で、今回は１
回目。初心者にも比較的やさしい平面ガラスへ模様を付け
るガラス細工で自分だけの手鏡を作成しました。初めはと
まどいながら取り組んでいましたが、思い思いの作品が出
来上がっていくと、楽しそうに作成していました。次回は
グラスに模様を付けた作品を作成する予定です。
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